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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第57期
第２四半期
連結累計期間

第58期
第２四半期
連結累計期間

第57期

会計期間
自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日

自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日

自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日

売上高 (千円) 22,446,651 20,554,070 46,272,347

経常利益又は経常損失（△） (千円) △330,781 689,730 523,899

親会社株主に帰属する
四半期純利益又は
親会社株主に帰属する
四半期（当期）純損失（△）

(千円) △328,367 344,005 △384,729

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △287,026 △442,283 △1,061,808

純資産額 (千円) 7,252,898 5,949,208 6,362,666

総資産額 (千円) 41,119,391 38,142,827 39,853,804

１株当たり四半期純利益又は
１株当たり四半期（当期）純損失金
額（△）

(円) △24.39 25.55 △28.58

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) － 25.47 －

自己資本比率 (％) 11.8 9.9 10.2

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 390,988 1,616,909 1,799,943

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △394,512 △799,765 △1,234,628

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 179,116 △46,531 △628,276

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 3,823,521 3,778,478 3,382,182
 

 

回次
第57期
第２四半期
連結会計期間

第58期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成27年７月１日
至 平成27年９月30日

自 平成28年７月１日
至 平成28年９月30日

１株当たり四半期純利益又は
１株当たり四半期純損失金額
（△）

(円) △7.64 16.37

 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第57期第２四半期連結累計期間、第57期に係る潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額につい

ては、１株当たり四半期（当期）純損失であるため、記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

に重要な変更はありません。

　また主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。　　　

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

 

(1)業績の状況

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、引続き政府の経済政策や日本銀行のマイナス金利政策等が継続

実施されているものの、年初来からの円高傾向による輸出の低迷や、企業の設備投資及び個人消費の足踏み状態に加

え、海外経済の減速の影響等により、弱含みの状態で推移いたしました。

　当業界におきましても、原油・ナフサ価格の不安定な動向等もあり、楽観できない事業環境となりました。

　また、海外におきましては、米国では緩やかな成長の持続が見られたものの、中国・東南アジア等の新興国経済の

成長減速や、欧州経済における英国のＥＵ離脱問題等により、先行き不透明な状況が続いております。

　このような状況の中、当社グループは平成26年度より取り組んでおります「構造改革計画」を強力に推進しており

ます。具体的な取り組みの一部としましては、新規分野開拓の一環として、医療機器分野への進出について調査・検

討を進めてまいりましたが、この度、当社の精密製品の生産技術力を活用し、医療患者のQOL（Quality Of Life：生

活の質）の向上に貢献する海外向け針無し注射器（針を持たない注射器が、微小直径のノズルから高圧、高速の

ジェット流で皮膚内に直接注入する方式）の製造を受注し、2017年の量産化に向けて生産準備を開始しております。

また、中国での好調なSUV(Sport Utility Vehicle：スポーツ用多目的車)需要等に対応するため、中国２拠点の生産

能力増強も進めており、順次稼働を開始しております。

　これらの結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は20,554,070千円（前年同四半期比8.4％減）となりました。損

益面では、受注数量の減少があったものの、当社が進めております構造改革計画の活動成果等もあり、営業利益は

965,341千円（前年同四半期は営業損失151,238千円)、経常利益は689,730千円（前年同四半期は経常損失330,781千

円）、税金等調整前四半期純利益は686,407千円（前年同四半期は税金等調整前四半期純損失266,614千円）、親会社

株主に帰属する四半期純利益は344,005千円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純損失328,367千円）とな

りました。
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セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

　① 日本

　成形品事業の受注数量は横ばいである一方、その他事業での販売数量の減少等により、売上高は12,374,763千円

（前年同四半期比1.1％減）、営業損失は48,482千円（前年同四半期は営業損失513,888千円）となりました。

 

 ② 中国

　車両分野における武漢地区での生産能力増強に伴う受注数量の増加があったものの、ＯＡ分野における受注数量の

減少や、為替変動の影響により、売上高は4,659,207千円（前年同四半期比18.9％減）となりましたが、車両分野にお

ける増収効果及びＯＡ分野における事業再編効果等により、営業利益は763,867千円（前年同四半期比71.8％増）とな

りました。

 

　③ 東南アジア

　インドネシアでの車両分野における受注数量の減少と為替変動の影響により、売上高は3,520,098千円（前年同四半

期比15.9％減）となりましたが、インドネシアにおける原価低減活動による改善効果等により、営業利益は314,229千

円（前年同四半期は営業損失87,682千円）となりました。

 

 

(2)財政状態の分析

　① 流動資産

　当第２四半期連結会計期間末における流動資産合計は、19,945,083千円となり、前連結会計年度末と比べ136,648千

円減少しました。これは、仕掛品の増加（1,057,621千円増）、現金及び預金の増加（396,297千円増）、売上債権の

減少（858,336千円減）、未収入金の減少（721,944千円減）が主な要因であります。

　② 固定資産

　当第２四半期連結会計期間末における固定資産合計は、18,197,743千円となり、前連結会計年度末と比べ1,574,328

千円減少しました。これは、その他有形固定資産の減少（863,730千円減）、建物及び構築物の減少（268,153千円

減）が主な要因であります。

　③ 流動負債

　当第２四半期連結会計期間末における流動負債合計は、18,639,950千円となり、前連結会計年度末と比べ1,727,826

千円減少しました。これは、仕入債務の減少（718,097千円減）、短期借入金の減少（661,213千円減）が主な要因で

あります。

　④ 固定負債

　当第２四半期連結会計期間末における固定負債合計は、13,553,667千円となり、前連結会計年度末と比べ430,306千

円増加しました。これは、長期借入金の増加（738,437千円増）が主な要因であります。

　⑤ 純資産

　当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は、5,949,208千円となり、前連結会計年度末と比べ、413,457千

円減少しました。これは、利益剰余金の増加（344,005千円増）を上回る為替換算調整勘定の減少（657,226千円減）

が主な要因であります。

 

EDINET提出書類

株式会社タカギセイコー(E00871)

四半期報告書

 5/26



 

(3)キャッシュ・フローの状況

 当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前第２四半期連結累計期間

と比較して45,042千円減少し、3,778,478千円（前年同四半期比1.2％減）となりました。

 

　①営業活動によるキャッシュ・フロー

　営業活動により得られた資金は1,616,909千円（前年同四半期比313.5％増）となりました。増加要因は主に、税金

等調整前四半期純利益686,407千円、減価償却費1,379,389千円、未収入金の減少719,213千円、減少要因は主に、た

な卸資産の増加1,217,282千円、仕入債務の減少219,088千円等によるものです。

　②投資活動によるキャッシュ・フロー

　投資活動により使用した資金は799,765千円（前年同四半期は使用した資金394,512千円）となりました。増加要因

は主に、有形固定資産の売却による収入76,426千円等によるものです。減少要因は主に、有形固定資産の取得による

支出836,151千円等によるものです。

　③財務活動によるキャッシュ・フロー

　財務活動により使用した資金は46,531千円（前年同四半期比は得られた資金179,116千円）となりました。増加要

因は主に、長期借入れによる収入2,950,000千円等によるものです。減少要因は主に、長期借入金の返済による支出

1,945,952千円、短期借入金の純減額167,462千円、リース債務の返済による支出895,783千円等によるものです。

EDINET提出書類

株式会社タカギセイコー(E00871)

四半期報告書

 6/26



 

(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

 

(5)研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は41,248千円であります。

 

(6)経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　当第２四半期連結累計期間において、当社の経営成績に重要な影響を与える要因に重要な変化はありません。

 

(7)経営者の問題意識と今後の方針について

　当第２四半期連結累計期間において、経営者の問題意識と今後の方針についての重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 40,000,000

計 40,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成28年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成28年11月11日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 13,662,860 13,662,860
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数は
1,000株であります。

計 13,662,860 13,662,860 ― ―
 

(注) 提出日現在の発行数には、平成28年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行

された株式数は、含まれておりません。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

 平成28年９月30日 － 13,662,860 － 2,090,138 － 1,776,570
 

 

(6) 【大株主の状況】

  平成28年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

高木　章裕 富山県高岡市 1,450,780 10.62

タカギセイコー従業員持株会
富山県高岡市二塚322－３
（タカギセイコー内）

938,480 6.87

トナミホールディングス㈱ 富山県高岡市昭和町３丁目２－12 650,000 4.76

松木　教子 富山県高岡市 541,360 3.96

㈱みずほ銀行 東京都千代田区大手町１丁目５－５ 511,500 3.74

松木　スジコ 富山県高岡市 502,230 3.68

㈱北國銀行 石川県金沢市広岡２丁目12－６ 488,000 3.57

高木　弘美 富山県高岡市 426,340 3.12

ＴＳＫ持株会
富山県高岡市二塚322－３
（タカギセイコー内）

409,000 2.99

㈱北陸銀行 富山県富山市堤町通り１丁目２－26 304,170 2.23

計 ― 6,221,860 45.54
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成28年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 ― ―

201,000

完全議決権株式(その他)
普通株式

13,382 ―
13,382,000

単元未満株式
普通株式

― ―
79,860

発行済株式総数 13,662,860 ― ―

総株主の議決権 ― 13,382 ―
 

 

② 【自己株式等】

  平成28年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社タカギセイコー

富山県高岡市二塚322-３ 201,000 ― 201,000 1.47

計 ― 201,000 ― 201,000 1.47
 

 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成28年７月１日から平成

28年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成28年４月１日から平成28年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 3,416,904 3,813,201

  受取手形及び売掛金 9,252,040 8,212,679

  電子記録債権 546,695 727,721

  商品 19,553 95,889

  製品 549,681 490,688

  原材料 980,528 909,137

  仕掛品 2,919,549 3,977,171

  貯蔵品 180,408 168,662

  繰延税金資産 85,561 108,663

  未収入金 1,317,464 595,519

  その他 814,706 847,074

  貸倒引当金 △1,361 △1,324

  流動資産合計 20,081,732 19,945,083

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 3,642,169 3,374,015

   機械装置及び運搬具（純額） 3,661,396 3,492,973

   土地 5,890,873 5,856,179

   建設仮勘定 1,097,481 939,829

   その他（純額） 3,486,386 2,622,655

   有形固定資産合計 17,778,307 16,285,653

  無形固定資産   

   ソフトウエア 102,751 92,790

   のれん 77,557 66,576

   その他 148,919 128,576

   無形固定資産合計 329,228 287,942

  投資その他の資産   

   投資有価証券 993,273 980,740

   出資金 244,117 216,951

   破産更生債権等 570,947 90,649

   繰延税金資産 41,879 38,926

   その他 648,484 611,537

   貸倒引当金 △834,165 △314,657

   投資その他の資産合計 1,664,536 1,624,147

  固定資産合計 19,772,072 18,197,743

 資産合計 39,853,804 38,142,827
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 8,255,715 4,206,845

  電子記録債務 － 3,330,772

  短期借入金 4,146,931 3,485,718

  1年内返済予定の長期借入金 3,636,447 3,790,282

  未払法人税等 108,795 129,540

  賞与引当金 278,004 242,087

  その他 3,941,883 3,454,704

  流動負債合計 20,367,777 18,639,950

 固定負債   

  長期借入金 7,949,458 8,687,895

  役員退職慰労引当金 200,553 192,472

  退職給付に係る負債 3,782,119 3,775,091

  その他 1,191,230 898,208

  固定負債合計 13,123,360 13,553,667

 負債合計 33,491,138 32,193,618

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 2,090,138 2,090,138

  資本剰余金 1,793,005 1,793,005

  利益剰余金 159,052 503,057

  自己株式 △49,458 △49,570

  株主資本合計 3,992,738 4,336,631

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 △196,540 △211,113

  繰延ヘッジ損益 △32,947 △18,869

  為替換算調整勘定 530,425 △126,800

  退職給付に係る調整累計額 △225,601 △208,778

  その他の包括利益累計額合計 75,336 △565,562

 新株予約権 12,837 12,837

 非支配株主持分 2,281,755 2,165,302

 純資産合計 6,362,666 5,949,208

負債純資産合計 39,853,804 38,142,827
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

売上高 22,446,651 20,554,070

売上原価 19,818,676 17,060,248

売上総利益 2,627,974 3,493,821

販売費及び一般管理費 ※１  2,779,213 ※１  2,528,480

営業利益又は営業損失（△） △151,238 965,341

営業外収益   

 受取利息 4,236 2,685

 受取配当金 16,087 16,336

 作業屑売却収入 36,340 17,655

 その他 68,348 42,267

 営業外収益合計 125,012 78,945

営業外費用   

 支払利息 262,037 215,211

 為替差損 24,424 117,293

 その他 18,093 22,051

 営業外費用合計 304,555 354,555

経常利益又は経常損失（△） △330,781 689,730

特別利益   

 固定資産売却益 75,460 6,932

 特別利益合計 75,460 6,932

特別損失   

 固定資産売却損 1,113 340

 固定資産除却損 10,180 9,915

 特別損失合計 11,294 10,255

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△266,614 686,407

法人税等 82,761 142,144

四半期純利益又は四半期純損失（△） △349,376 544,262

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

△21,009 200,257

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

△328,367 344,005
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △349,376 544,262

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 3,197 △14,575

 繰延ヘッジ損益 9,182 14,077

 為替換算調整勘定 31,018 △963,507

 退職給付に係る調整額 13,175 18,342

 持分法適用会社に対する持分相当額 5,775 △40,883

 その他の包括利益合計 62,350 △986,546

四半期包括利益 △287,026 △442,283

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △279,816 △296,893

 非支配株主に係る四半期包括利益 △7,209 △145,390
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 
税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△266,614 686,407

 減価償却費 1,530,871 1,379,389

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,109 △519,544

 賞与引当金の増減額（△は減少） 81,721 △17,450

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △37,438 △8,080

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △53,640 13,876

 受取利息及び受取配当金 △20,323 △19,021

 支払利息 262,037 215,211

 為替差損益（△は益） 220 －

 持分法による投資損益（△は益） △5,348 △5,715

 有形固定資産売却損益（△は益） △74,347 △6,591

 有形固定資産除却損 10,180 △2,509

 売上債権の増減額（△は増加） 112,707 95,200

 たな卸資産の増減額（△は増加） △203,590 △1,217,282

 仕入債務の増減額（△は減少） △1,181,437 △219,088

 未収入金の増減額（△は増加） 1,081,471 719,213

 破産更生債権等の増減額（△は増加） 1,274 480,297

 その他 531,382 353,970

 小計 1,768,015 1,928,282

 利息及び配当金の受取額 20,323 19,021

 利息の支払額 △262,719 △217,879

 特別退職金の支払額 △991,670 －

 法人税等の支払額 △142,961 △112,515

 営業活動によるキャッシュ・フロー 390,988 1,616,909

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △12,000 △12,000

 定期預金の払戻による収入 12,000 12,000

 有形固定資産の取得による支出 △1,031,131 △836,151

 有形固定資産の売却による収入 658,038 76,426

 無形固定資産の取得による支出 △22,298 △18,947

 投資有価証券の取得による支出 △3,102 △2,396

 貸付金の回収による収入 60 30

 その他 3,921 △18,725

 投資活動によるキャッシュ・フロー △394,512 △799,765
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           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） 396,975 △167,462

 長期借入れによる収入 2,664,593 2,950,000

 長期借入金の返済による支出 △1,849,505 △1,945,952

 リース債務の返済による支出 △1,016,457 △895,783

 自己株式の取得による支出 △410 △111

 非支配株主への配当金の支払額 △48,345 △16,159

 非支配株主からの払込みによる収入 － 28,937

 
連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の売却
による収入

32,265 －

 財務活動によるキャッシュ・フロー 179,116 △46,531

現金及び現金同等物に係る換算差額 △7,035 △374,315

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 168,557 396,296

現金及び現金同等物の期首残高 3,654,964 3,382,182

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１  3,823,521 ※１  3,778,478
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

　　該当事項はありません。

　

 

(会計方針の変更等)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

（会計方針の変更）

　法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応報

告第32号　平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備

及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

　なお、当該変更による当第２四半期連結累計期間の損益への影響額は軽微であります。

 
 

　

 

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

（税金費用の計算）

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積もり、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法によってお

ります。ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定

実効税率を使用する方法等によっております。

 
 

　

 

(追加情報)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第１四半

期連結会計期間から適用しております。
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(四半期連結貸借対照表関係)

１ 偶発債務

連結会社以外の会社の金融機関等からの借入に対して、債務保証を行っております。

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

－ － アルハイテック(株) 6,050千円

計 － 計 6,050千円
 

　

 

(四半期連結損益計算書関係)

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

給料及び手当 812,499千円 721,129千円

運賃及び荷造費 710,706 〃 685,471 〃

賞与引当金繰入額 51,801 〃 54,454 〃

退職給付費用 43,861 〃 35,324 〃

役員退職慰労引当金繰入額 8,677 〃 6,999 〃
 

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次

のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

現金及び預金 3,858,242千円 3,813,201千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △34,721〃 △34,722〃

現金及び現金同等物 3,823,521千円 3,778,478千円
 

　

 

EDINET提出書類

株式会社タカギセイコー(E00871)

四半期報告書

19/26



 

(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

１．配当金支払額

　　　該当事項はありません。

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

　該当事項はありません。

　

 

 

当第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

１．配当金支払額

　　　該当事項はありません。

 
２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント

合計

日本 中国 東南アジア

売上高     

  外部顧客への売上高 12,510,990 5,747,872 4,187,788 22,446,651

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

132,881 201,648 235 334,765

計 12,643,872 5,949,520 4,188,023 22,781,417

セグメント利益又は損失
（損失は△）

△513,888 444,701 △87,682 △156,869
 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 △156,869

セグメント間取引消去 5,630

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △151,238
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント

合計

日本 中国 東南アジア

売上高     

  外部顧客への売上高 12,374,763 4,659,207 3,520,098 20,554,070

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

192,800 365,209 393 558,403

計 12,567,564 5,024,417 3,520,492 21,112,474

セグメント利益又は損失
（損失は△）

△48,482 763,867 314,229 1,029,613
 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 1,029,613

セグメント間取引消去 △64,272

四半期連結損益計算書の営業利益 965,341
 

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項

　会計方針の変更に記載のとおり、法人税法の改正に伴い、平成28年４月１日以後に取得した建物付属設備及び構

築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更したため、事業セグメントの減価償却の方法を同様に変更して

おります。

　なお、当該変更による当第２四半期連結累計期間のセグメント損益への影響額は軽微であります。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純

利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

(１)　１株当たり四半期純利益
　　　又は四半期純損失金額（△）

△24円39銭 25円55銭

    (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益
　　又は四半期純損失金額（△）(千円)

△328,367 344,005

   普通株主に帰属しない金額(千円) － －

   普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益
　　又は四半期純損失金額（△）(千円)

△328,367 344,005

   普通株式の期中平均株式数(千株) 13,462 13,461
 

(２)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 － 25円47銭

    (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益調整額　(千円) － －

  （うち支払利息（税額相当額控除後）（千円）） － －

　　普通株式増加額（千株） － 42

   希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当
たり四半期純利益額の算定に含めなかった潜在株式
で、前連結会計年度から重要な変動があったものの
概要

－ －

 

（注）前第２四半期連結累計期間に係る潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期

純損失であるため記載しておりません。

 

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成28年11月11日

株式会社タカギセイコー

取締役会  御中

 

有限責任 あずさ監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   土　　肥  　　　 真　　印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   中   川   敏   裕   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社タカギ

セイコーの平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成28年７月１日か

ら平成28年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成28年４月１日から平成28年９月30日まで)に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社タカギセイコー及び連結子会社の平成28年９月30日現在

の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表

示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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